俺はある店に来ていた。そこは、いわゆる足フェチ向けにあるサービスを提供しているクラブだった。それもかなり特殊なサービスで、ほとんどの客がリピーターになるという。

まずは女の子を選ぶ。顔写真やプロフィール、足の写真なんかを閲覧する。何人もの女性の中から、おれはＹＵＫＩという子を選んだ。すると準備室に通され、ＹＵＫＩと面接をする。いらっしゃいませ♪元気な子である。ここでサービスの内容の説明を受けるのだ。
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「お客様には、まず小さくなってもらいます。大体五十分の一くらいですね。その後、私はお客様を踏み潰させていただきます。あ、ご安心ください♪お怪我をさせるようなことありませんから。大まかにはそれだけです。どんな服装でも、どのような靴でも、ソックスでも、素足でも、お好みのものをお申し付けください。どのような踏み潰し方でもリクエストにお答えします。絶対に病み付きになりますよ♪」
というわけで、俺は好みを聞かれることになった。

「服装はこのビキニで、足は素足、足の裏の感触を楽しみたいということでよろしいですか？ではあちらの扉からどうぞ♪少しまっててくださいね♪」

そして隣の部屋で待つこと数分。かすかな地面の振動を伴って、ずううん・・・ずううん・・・と音が聞こえてきた。その音がどんどんおおきくなり、ずしいいん！とてつもなく巨大なかわいらしく美しい素足が踏み下ろされた。
「おまたせしましたあ。おおきな私はいかがですか？」
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最高だった。

「ありがとうございます♪それじゃあいきますよ？横になってください。」

ゆっくりと巨大な足が持ち上がり、美しい足の裏が俺の真上にかざされた。

「心の準備はいいですか？いまから足を降ろしていきますね・・・」
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ゆっくりと足の裏が降りてくる。

「ゆっくりじわじわと踏んであげますね。私の足裏の感触、心ゆくまで楽しんでね♪」

だんだんと足の裏が近づいてくる。

「ほおら、ＹＵＫＩの足の裏で踏み潰されちゃいますよ～♪」

足裏が体に触れた。潰される・・・！一瞬恐怖を感じるが、それ以上足裏に圧迫されはしなかった。ほのかに暖かく、弾力のある足裏が、俺の体を地面に押し付けた。
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「どうですか？足裏の感触は・・・気持ちいいでしょう？ふふ、こんなのはどうですか？」

巨大な足の下でふにふにともてあそばれる。最高に幸せだった。

どれだけそうしていたか分からない。

「あら？もう時間ですね。それじゃあ、体重を掛けていきますね・・・」

いままで一定の重さを保っていた足が、じわじわと重さを増してくる。

「ほらほら、重たいでしょう？このままじゃ踏み潰されてぺしゃんこになっちゃいますよ？困りましたねえ、どうしましょうかあ。ふふ♪どうにもできませんよう？私の足裏の感触を全身で感じながら・・・踏み潰されちゃってくださいね♪」
俺の体に覆いかぶさった足の裏は、さっきまでの優しい動きがうそだったかのようにどんどんと重くなってくる。体か押しつぶされまるで地面と一体化してしまったよう。もうだめだ、潰される・・・！突然ふっと重さが消え去り、目の前が明るくなる。ＹＵＫＩが笑みを浮かべて遥か上から、足元に横たわる俺を見下ろす。
「では、最後に全体重を掛けて踏み潰させて頂きます。ご利用ありがとうございました♪」

再び巨大な足が持ち上がり、目の前が綺麗な足裏で覆われ、周囲が薄暗くなって・・・ずうううん・・。そして意識が飛んだ・・・

気がつくと、ベッドの上で寝ていた。

「目がさめましたか？怖い思いさせちゃいました？一度気絶しないと元に戻れないんです。」

そうだったのか。

「楽しんでいただけましたか？またご利用ください！」

リピーターが増えるのもうなずける。つぎは女子高生の格好で踏み潰してもらおう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つづく

